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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】activator protein－1（AP-1）は癌遺伝子であるc-Junやc-Fosからなり、様々な物質の転写を調節し
ている。AP－1の大腸癌増殖における意義を解明するためc-Junのdominant negative mutant（DN-C-J n）を作
成し、癌細胞増殖抑制とその抑制機序について検討した。 











論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
activator pr tein-1（AP ）は癌遺伝子であるc-Junやc-Fosからなり、様々な物質の転写を調節している。
本研究は、AP-1の大腸癌増殖における意義を解明するため、C-Junのdominant-negative mutant（DN-C-Jun）を
作成し、癌細胞増殖抑制とその抑制機序について検討したものである。 
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展に寄与する成績であることから、著者は博士（医学）の称号を授与されるに値するものと判定した。 
